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１．展示整備の目標と検討項目
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展示整備における目標とは、展示を通じてどのような「メッセージ」を来館者に伝えたい
のかを明確にするとともに目標を具体化するための検討項目として「展示の目的」「ター
ゲット層の特定」「期待する効果」「展示構成」を明確にすることで、展示内容の更なる具
体化につなげていきます。

「伝えたいメッセージ」：
次世代とともに、沖縄のこころ、平和を求める思いを共有する

「展示の目的」：
沖縄戦の実相・教訓を次世代へありのままに伝え、沖縄のこころを繋いでいくと

共に、先人の悲しい歴史の後をどう生きていくべきか、自らの人生を見つめなおし、
希望をもって生きる気持ちを育み、平和を希求する人々のための場づくり。

「ターゲットの設定（対象者の設定）」：
平和学習の学校団体、専門家や研究者、国内外の観光客、沖縄戦の体験者や

そのご遺族などを対象とし、知識の深さに関わらず誰でも理解しやすい解説を工夫
します。

「期待する効果」：
「沖縄のこころ」を繋ぎ、平和の尊さを未来に伝えるために、一人ひとりが沖縄戦

の実相・歴史的教訓を継承する証しとして、来館者が自らの想いをメッセージとして
発信します。



２．展示構成
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展示構成の考え方

展示構成の検討にあたり、第３２軍司令部壕を効果的に知るための７つのテーマを設定す
る。❶【導入】⇒❷【立体的に理解】⇒❸【時系列的に理解】⇒❹【本物で感じる】⇒❺【証言で感
じる】⇒❻【坑道を体験】⇒❼【想いを共有する】を設定する。複雑な坑道を分かり易く理解いた

だくために、❷で立体的な全体像を把握してから、❸で沖縄戦の軌跡を時系列的に理解する
流れが来館者に伝わり易く、効果的と考える。

知識の深さに関わらず、様々な来館者を迎えるために❶導入では、学校用、一般用、外国
語用など複数のメニューでの対応を検討する。また、❷立体的に理解、❸時系列に理解、❼想
いを共有するにおいても、基礎的な内容と専門的内容の伝え方など、年齢層に応じた工夫や
展示手法を検討する。

展示フロー

❶導入

ガイダ
ンス

❼共有

メッ
セージ
を発信

❷立体的

壕の全体像、各壕の機能

❸時系列的

司令部と沖縄戦の軌跡

❹本物 各種実物資料展示

❻坑道

坑道
を体験

❺証言 各種証言展示



３．各ゾーンの整備方針と展示内容
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展示構成リスト （各ゾーンのねらいを中心に）

ゾーン名 整備方針（ねらい） 展示内容

❶【導入】

はじめに必要な予備知識
を提供する
ガイダンスゾーン

来館者の利用目的や知識の
深さに関わらず、誰でも理解
できる事前ガイダンスと導入
展示を行う。

・事前情報を提供して理解を深めてもらうため  
に対象者の年齢や理解度に応じたガイダンス
の表現を工夫する。
・導入展示で、沖縄戦前後の風景写真を提示。
・禁止事項やマナー、利用案内も提供。

❷【立体的に理解】

第３２軍司令部壕の全体
像と各壕の機能の紹介
ゾーン

第３２軍司令部壕を立体的
に表現することで、全体像に
加えて各坑口や坑道の役割、
機能、活動内容も分かり易く
理解できる。

・首里城の地中に展開した全体構造を紹介。
・戦況に合せて変化した司令部の役割紹介。
・各坑口の役割や機能、などを記録や写真
を活用して分かり易く紹介。

❸【時系列的に理解】
第３２軍司令部と沖縄戦
の軌跡ゾーン

第３２軍司令部の活動と沖
縄戦の軌跡を時系列で分か
り易く紹介する。大きな概要
レベルの軌跡と詳細な出来
事も展示し、来館者に合わ
せた情報のレベル分けも検
討する。

①1944年3～9月：編成時の初期の活動
②1944年10～翌年2月：司令部を首里に置く

と決め、壕構築を開始。
③1945年3～5月：空襲激化の中、壕内に入
る。米軍への総攻撃にでるが、翌日攻撃
中止

④1945年5～9月：5月22日に本司令部壕にて
南部撤退（喜屋武半島撤退）を決定した。
これが多くの沖縄県民の犠牲を生んだ。



３．各ゾーンの整備方針と展示内容（続き） 
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ゾーン名 整備方針（ねらい） 展示内容

❹【本物で感じる】
各種実物資料ゾーン

坑道内の遺物や沖縄戦に関
わる実物を展示し激しい戦
闘を想起。

・５種類の遺物を展示（壕掘り作業道具/
日用品/医療品/武器/通信装置）他

❺【証言で感じる】
各種証言展示ゾーン

各ゾーンに証言を展示。沖
縄戦の実相と沖縄県民の苦
難を実感。

・当時の沖縄県民の証言を中心に、様々な
立場の方々の証言を紹介。

❻【坑道を体験】
坑道体験ゾーン

実際の坑道見学の前に、過
去に調査された坑道内の状
況を体験する。

・坑道内の様子を体験する。

❼【想いを共有する】
メッセージ発信ゾーン

他者の想いに触れることで、
自らもメッセージを発する
契機とする。

・戦争体験者が残したメッセージ
・来館者が残したメッセージ他

展示構成リスト（各ゾーンのねらいを中心に）



４．個別課題への対応
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遺物の検討、証言の検討

個別課題として、「遺物の検討」と「証言の検討」をあげます。両課題とも、
展示内容が遺族や関係者の心情を傷つける可能性があり、慎重な配慮が必要と
考えます。特に、戦争体験や死に関わる表現は、敬意と中立性をもって扱いま
す。

・遺物の検討：
第３２軍司令部壕の実相を知ることにつながる壕内遺物の展示については、
出土遺品をリスト化することについて、関係者のアドバイスのもと検討をおこ
ないます。

・証言の検討：
第３２軍司令部壕と沖縄戦の実相を知ることにつながる壕内遺物の展示は、
中立性及び信頼性の高い刊行物から、証言のリスト化を行うことについて、有
識者のアドバイスの元に検討します。



５．展示手法

6

主な展示手法

「見る・聞く・体験する・考える」をコンセプトに、遺物や当時の写真、琉球文化を象徴す
る首里城と第３２軍司令部壕周辺の地表と地下を含めたジオラマなどの模型展示、ＶＲ
（仮想現実）などの先端技術を活用した入壕体験などの公開手法を検討します。

ゾーン名 展示手法の方針 主な仕様例

❶【導入】
ガイダンスゾーン

・多様なガイダンスソフトの放映
ガイドボランティアの案内他

・導入展示

・大型映像プロジェクター、再生装置、選択端末他
・大型グラフィックパネル（ホワイトボード仕様）
沖縄戦前後の風景写真を提示する、導入展示

❷【立体的に理解】

第３２軍司令部壕の全
体像と各壕の機能ゾー
ン

・首里城の地中深くに展開した
全体構造を立体で紹介する。

・２つの立坑と５つの坑道、坑口
毎の役割や機能を紹介。

※先端技術の活用検討

・首里城と司令部壕周辺の地表と地下を含めた
大型ジオラマ(電飾機構付き)、映像モニター他

・個別の小型解説モニター+ＰＣ×7台

❸【時系列的に理解】

第３２軍司令部と沖縄
戦の軌跡ゾーン

・第３２軍司令部の活動と沖縄
戦の軌跡を大きく４段階の
概要と詳細を時系列で紹介。

・4段階の時系列大型グラフィックと
全体概要を伝える大型映像モニター

・詳細事象のグラフィックと解説映像端末他



５．展示手法（続き）
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ゾーン名 展示手法の方針 主な仕様例

❹【本物で感じる】
各種実物資料ゾーン

・第５坑道から発見された遺物
や沖縄戦に関わる実物を展示

・遺物＋展示ケース
・解説グラフィック

❺【証言で感じる】
各種証言展示ゾーン

・証言の内容に応じて、各ゾー
ンに証言展示を配置。

・可動式什器＋解説映像端末
小型グラフィック

❻【坑道を体験】
坑道体験ゾーン

・坑道の状況を体験する
※先端技術の活用検討

・入壕体験用ＶＲ映像（※補助的手段として）
・大型グラフィックパネル

❼【想いを共有する】
メッセージ発信ゾーン

・戦争体験者のメッセージ
・来園者が残したメッセージ他

・更新掲示型のグラフィックパネル
・メッセージ登録用、閲覧用端末モニター



５．展示手法
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先端技術の活用検討

先端技術（XR技術※）の活用について検討を行う。VR、AR、MRのそれぞれの特徴を鑑
みつつ、伝えたい内容に合致する展示手法を検討選定する。

一方で、故障時の対応など維持管理面で負担が増えないように、極力シンプルで安定
したシステムの構築を目指す。

※XRとは、現実世界とデジタルな仮想世界を融合させる革新的な技術（AR/VR/MR）の総称を指す。
Virtual Reality (VR)、Augmented Reality (AR)、Mixed Reality (MR)、Extended Reality (XR)は、仮想
空間技術で各々特徴がある。その技術方式によって、できることに差がある。各方式で一長一短があり、
実現したいことに応じて最適な方式を選定することが重要である。



５．展示手法
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各技術の概要

VR（Virtual Reality : バーチャルリアリティ）：
VRとはコンピュータ上に人工的な環境を作り出し、時間や空間を超えてそこにい

るかのような感覚を体験できる技術で、日本語では「仮想現実」と呼んでいる。VRは、
没入感を感じることができるVR用ヘッドマウントディスプレイ(HMD)を用いることが多
い。パソコンとディスプレイやスマートフォンで表示することもある。

AR（Augmented Reality : 拡張現実）：
ARとは現実空間に付加情報を表示させ、現実世界を拡張する技術である。VRは

現実世界とは切り離された仮想世界に入り込むが、ARはあくまで現実世界が主体で、

ディスプレイやモニターを通して、現実世界に様々なモデルを表示する。現実世界と
仮想世界を両方活用することで、現実世界に新たな価値を付加できるようになると
いえる。スマートフォンやタブレットのカメラ画像にデジタルコンテンツを重畳して表示
する手法が主流である。

MR（Mixed Reality : 複合現実）：
MRは複合現実と呼ばれ、現実世界にCGなどで作られた人工的な仮想世界の情

報を取り込み、現実世界と仮想世界を融合させた世界をつくる技術である。MRの世
界内では、仮想世界のモノと現実世界のモノが相互に影響する。ARとの大きな違い
は、MRでは、現実空間の3次元形状を認識することで、デジタルなオブジェクトを現
実空間の地面や机上に置くなど、空間を認識していることが挙げられる。



５．展示手法
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※XRとは、現実世界とデジタルな仮想世界を融合させる革新的な技術（AR/VR/MR）の総称を指す。
Virtual Reality (VR)、Augmented Reality (AR)、Mixed Reality (MR)、Extended Reality (XR)は、仮想
空間技術で各々特徴がある。その技術方式によって、できることに差がある。各方式で一長一短があり、
実現したいことに応じて最適な方式を選定することが重要である。

XR技術の概要



５．展示手法
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事例紹介

 VR バーチャルリアリティの活用事例：
VRコンテンツ「みえつSCOPE」

 「みえつSCOPE」で約160年前の三

重津海軍所がどんなところだったの
か、海軍術の訓練の様子や、訓練に
使用した洋式軍艦「電流丸」の甲板
上から見る景色などを体感すること
ができる。

AR 拡張現実の活用事例：
戦争遺跡「掩体のAR体験」
掩体の前でスマホをかざすと、ARで

掩体がどのように活用されていたの
かを視覚的に理解することができる。

MR 複合現実の活用事例：
「史跡 佐渡金山MRアトラクション」

 『史跡 佐渡金山』の坑道内を実際

に歩きながら体験するウォークス
ルー型アトラクション。世界初となる
最新のMR技術によって、国内外に日

本の歴史遺産の魅力を発信すること
ができる。

佐賀県佐野常民記念館
スマホ製のスコープを覗くと軍艦の姿が見える

高知県南国市 戦争遺跡「掩体（えんたい）」
スマホをかざすと機体が現れる

佐渡金山
MRグラスを装着した状態で佐渡金山の道遊抗を
歩くウォーク型
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